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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
経
済
振
興
政
策
の

一
環
と
し
て
情
報
通
信
技
術
分
野
を
有
望

な
成
長
分
野
と
位
置
づ
け
、
一
九
八
○
年

代
か
ら
情
報
化
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
一
九
九
○
年
代
に
入
る
と
国
際
情
勢

の
変
化
や
国
内
に
お
け
る
経
済
や
社
会
の

成
熟
化
に
合
わ
せ
て
、
二
一
世
紀
の
国
家

運
営
の
た
め
の
様
々
な
政
策
が
策
定
さ
れ

た
。特

に
、
長
期
経
済
発
展
戦
略
で
あ
る

「N
ext Lap

」
計
画
に
よ
っ
て
、
知
識
集

約
型
経
済
へ
の
移
行
が
図
ら
れ
、
国
家
情

報
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
る
「
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
」
化
が
進

め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
国
家
主
導
に
よ

る
情
報
化
に
一
層
の
拍
車
が
か
か
る
こ
と

に
な
っ
た
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
お
け
る
情
報
化
の
プ
ロ
セ
ス
に

つ
い
て
書
か
れ
た
文
献
を
紹
介
す
る
。

譚
康
融
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
情
報
化
の
現

状
と
課
題
」（『
久
留
米
大
学
産
業
経
済
研

究
』
第
43
巻
第
１
号　

久
留
米
大
学
産
業

経
済
研
究
会　

二
○
○
二
年
）
で
は
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
情
報
化
政
策
を
歴
史
的
に

整
理
し
た
う
え
で
、
特
に
、
一
九
九
二
年

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

に
国
家
情
報
庁
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
情

報
化
計
画
で
あ
る
「IT2000:

イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
の
骨
子

を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お

け
る
通
信
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
を
目
指
す
も
の

で
あ
っ
た
。

松
井
秀
行
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
情
報
通

信
政
策
」（『
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
情
報
』

№
71　

大
和
銀
総
合
研
究
所　

一
九
九
九

年
）
で
は
、
特
に
、「IT2000

」
構
想
の

基
幹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
広
帯
域
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
網
で
あ
る
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」（O

ne N
etw
ork for Everyone

）

に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
説
明
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
課
題
と
し
て
魅
力
あ
る
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
て
、
市
場
の

需
要
を
十
分
に
拡
大
す
る
こ
と
の
必
要
性

を
述
べ
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
情
報
化
社
会
を

実
現
す
る
な
か
で
、
図
書
館
を
重
要
な
機

関
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
一
九
九
四

年
に
発
表
さ
れ
た
「Library2000

」
構
想

で
は
、
情
報
化
を
促
進
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
、
図
書
館
を
活
性
化
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
状
況
が
明
ら
か

で
あ
る
。
こ
の
構
想
を
紹
介
し
た
文
献
と

し
て
、
次
の
二
点
が
あ
る
。

Paul, Johnson

著
（
加
藤
多
恵
子
訳
）

「
ア
ジ
ア
諸
国
の
情
報
サ
ー
ビ
ス:

第
２

回
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
図
書
館
」

（『
情
報
管
理
』
Vol.
47 

№
７　

二
○
○
四

年
）
で
は
、「Library2000

」
で
示
さ
れ

た
「
適
応
性
の
あ
る
公
共
図
書
館
シ
ス
テ

ム
」
を
は
じ
め
と
す
る
六
つ
の
勧
告
を
遵

守
す
る
た
め
に
活
動
す
る
国
立
図
書
館
委

員

会
（N

ational Library Board: N
LB

）

の
状
況
を
紹
介
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｌ
Ｂ
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
に
と
っ
て
、
便
利
で

ア
ク
セ
ス
が
容
易
な
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の

建
設
を
実
現
す
る
べ
く
、
情
報
技
術
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

呑
海
沙
織
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
図
書
館

Ｉ
Ｔ
戦
略
」（『
カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
』

№
276　

国
立
国
会
図
書
館　

二
○
○
三

年
）
で
は
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
電
子
ブ

ッ
ク
の
閲
覧
、
資
料
の
貸
出
・
更
新
な
ど

の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
ウ
ェ
ブ
上
で
受
け

ら
れ
る
「eLibraryH

ub

」
に
よ
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
、
よ
り

付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

様
子
を
報
告
し
て
い
る
。

「Library2000

」
構
想
を
具
体
的
に
実

現
し
て
い
く
た
め
の
方
策
の
ひ
と
つ
を
紹

介
し
た
長
田
秀
一
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

『IT2000

』
と
国
立
図
書
館
」（『
カ
レ
ン

ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
』
№
215　

国
立
国
会
図

書
館　

一
九
九
七
年
）
で
は
、
一
九
九
六

年
に
立
案
さ
れ
た
戦
略
プ
ラ
ン
で
あ
る

「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
都
市
」
構
想
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
国
際

競
争
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
図
書

館
を
中
心
と
し
た
情
報
資
源
の
構
築
と
利

用
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
に
、

新
た
な
地
区
図
書
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図

書
館
の
建
設
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や

電
子
情
報
源
を
含
め
た
資
料
の
充
実
に
努

め
る
な
ど
、
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
換
を
意
図
し
て
い

る
。
な
お
、
Ｎ
Ｌ
Ｂ
は
、
二
○
○
五
年
に

「Library2010

」
と
い
う
新
た
な
政
策
を

発
表
し
た
。
こ
の
政
策
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
が
知
識
を
ベ
ー
ス
に
し
た
経
済
に
移
行

す
る
に
あ
た
っ
て
、
図
書
館
が
果
た
す
べ

き
役
割
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く

は
、
Ｎ
Ｌ
Ｂ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.nlb.gov.sg/L2010/L2010.pdf

）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

近
年
の
動
向
を
知
る
資
料
の
ひ
と
つ
で

あ
る
（
財
）
自
治
体
国
際
化
協
会
編
『
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
情
報
化
政
策
と
電
子
行

政
』（（
財
）
自
治
体
国
際
化
協
会　

二
○

○
四
年
）
で
は
、「IT2000

」
に
代
わ
る

新
た
な
情
報
化
基
本
計
画
で
あ
る

「Infocom
m
21

」
と
こ
の
計
画
に
調

整
を
加
え
た
「C

onnected Singapore

」

の
概
要
を
説
明
し
て
い
る
。
二
つ
の
計
画

で
は
、
民
間
部
門
が
情
報
化
推
進
の
中
心

を
担
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
特

に
、
後
者
の
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
戦
略

的
推
進
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
開
発
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
や
芸
術

分
野
を
新
た
に
加
え
た
四
つ
の
戦
略
と
、

そ
れ
ら
を
支
え
る
三
つ
の
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
成
っ
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
資
源
に
恵
ま
れ
な

い
小
国
ゆ
え
、
人
的
資
源
を
最
も
重
要
な

資
源
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
人

材
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
各
種
の
情

報
化
政
策
の
推
進
に
よ
っ
て
、
国
民
の
知

的
水
準
の
向
上
が
図
ら
れ
、
経
済
発
展
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
状
況
を
こ
れ
ら
の

資
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
あ 

お
や
ぎ　

え
い
じ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
図
書
館
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
情

報
化
政
策

青
柳
英
治


